


あけましておめでとうございます
新年のごあいさつ

　

そ
し
て
さ
ら
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
、
町
民
の
皆
様
の
目
線
に
立
ち
、

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
財
政
の
健
全
化
を

図
り
な
が
ら
施
策
の
優
先
度
と
重
点
化
を
さ

ら
に
徹
底
し
、
次
の
項
目
に
積
極
的
に
取
り

組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

◎
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な
る
推
進

◎
公
共
下
水
道
供
用
開
始

◎
中
山
間
整
備
事
業
の
実
施

◎
階
上
駅
舎
改
築
調
査
委
託

◎
私
道
未
整
備
生
活
道
路
の
整
備
促
進

◎
医
療
費
抑
制
に
向
け
た
介
護
予
防
事
業
の

　

推
進

◎
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
新
築
工
事

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始　

等
々
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め「
町
民
」「
議
会
」

「
行
政
」
が
一
体
と
な
り
、
情
報
の
共
有
並

び
に
公
開
に
努
め
、
相
協
調
し
な
が
ら
、
住

み
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

階
上
町
長 

浜
谷　

豊
美

住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
「
地
域
力
」

　

ま
た
、
昨
年
は
「
行
財
政
改
革
」「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
を
積
極
的
か
つ
着
実
に
実
行

し
、
▽
将
来
に
わ
た
る
町
民
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
に
町
債
残
高
の
減
少
▽
少
子
高

齢
化
対
策
と
し
て
保
育
園
の
新
築
工
事
に
係

る
助
成
▽
階
上
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
階
上

早
生
そ
ば
商
標
登
録
▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

地
区
計
画
の
策
定
▽
協
働
の
私
道
整
備
事
業

▽
石
鉢
ふ
れ
あ
い
交
流
館
に
住
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
設
置
▽
榊
山
住
宅
団
地
三
十
戸
移

転
新
築
等
に
取
り
組
み
、
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
私
に
と
っ
て
は
任
期

最
後
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
町
の
最
重
点
施

策
で
あ
る
十
九
行
政
区
か
ら
策
定
し
て
い
た

だ
い
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
地
区
計
画
」

を
実
行
に
移
す
元
年
と
し
て
位
置
づ
け
、
各

地
区
の
特
性
が
盛
り
込
ま
れ
た
計
画
に
、
地

域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
参
画
し
、「
や
っ
て

良
か
っ
た
、
出
来
あ
が
っ
て
良
か
っ
た
」
と

み
ん
な
で
成
就
感
を
味
わ
い
、感
動
を
覚
え
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
る
力
「
地
域

力
」
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
互
い

に
地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
実
現
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
二
十
一
年
の
新

春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問

題
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
金
融
危
機
が
起

こ
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

日
本
経
済
は
景
気
の
後
退
局
面
に
入
っ
た
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
国
は
、
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
、
景
気
の
回
復
と
雇
用
対
策

を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
経
済
の

落
ち
込
み
は
激
し
く
、
税
収
の
減
少
等
に
よ

り
厳
し
い
財
政
状
況
が
当
面
続
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
に
お
い
て
、「
財
政

健
全
化
法
」
に
基
づ
き
、
財
政
健
全
化
の
四

つ
の
指
標
を
こ
の
広
報
紙
面
に
よ
り
町
民
の

皆
様
に
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
財
政

の
健
全
化
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、
全
て
の
指
標
が
健
全
化
基
準

内
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
財
政
の
健
全

化
に
取
り
組
む
姿
勢
を
堅
持
す
る
礎
に
な
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
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階
上
町
議
会
議
長 

松
森　
　
　

住
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
に

階
上
町
教
育
長 

村
上　

富
士
夫

環
境
づ
く
り
は
人
づ
く
り

食
の
安
全
確
保
に
配
慮
し
て
参
り
ま
す
。

  

学
校
の
耐
震
化
も
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移
転

新
築
も
児
童
生
徒
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
町
長

並
び
に
町
議
会
議
員
各
位
の
ご
英
断
に
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
て
い
る
次
第
で
す
。

  

次
に
、
社
会
教
育
で
は
、
町
民
の
皆
様
や

関
係
団
体
、
関
係
機
関
の
ご
協
力
に
よ
り
、

予
定
し
た
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
町
で
は
、
講
座
等
、
生
涯
の
各
時
期
に

応
じ
た
学
習
機
会
の
拡
充
を
図
り
、
学
ぶ
楽

し
さ
や
仲
間
づ
く
り
に
資
す
る
よ
う
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
も
、
多
く
の
町
民

の
皆
様
に
ご
参
加
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

  

ま
た
、
社
会
教
育
に
お
い
て
も
、
子
育
て

支
援
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
昨
年
、
家
庭
教
育
基
盤
形
成
事
業

の
委
託
を
受
け
、
関
係
行
政
区
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

本
年
も
、
微
力
な
が
ら
学
校
教
育
・
社
会

教
育
の
振
興
と
充
実
に
努
力
し
て
参
る
所
存

で
す
の
で
、倍
旧
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

  

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
活

躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
町
教
育

行
政
に
対
し
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
近
年
に
お
け
る
子
供
た
ち
の
生
活

習
慣
の
変
化
が
、
心
身
の
成
長
に
少
な
か
ら

ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。「
早
寝
・
早

起
き
・
朝
ご
飯
」
の
標
語
が
教
え
て
い
る
よ

う
に
、
子
供
自
ら
が
望
ま
し
い
生
活
リ
ズ

ム
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
我
々
大
人
が
そ
の
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
家
屋
倒
壊
等
の
被
害
が
甚
大
で

あ
っ
た
阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、
学
校

の
耐
震
化
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
は
、
三
月
末
完
成

予
定
の
階
上
中
学
校
耐
震
改
修
・
大
規
模
改

造
工
事
を
以
て
、
対
象
と
な
っ
て
い
た
学
校

施
設
の
耐
震
化
は
総
て
終
了
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
、
事
故
米
穀
や
メ

ラ
ミ
ン
の
混
入
等
、
食
の
安
全
を
脅
か
す
、

誠
に
遺
憾
な
事
案
も
発
生
し
ま
し
た
。
来
年

度
、
児
童
生
徒
の
食
（
年
間
約
三
十
万
食
）

を
預
か
る
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移
転
新
築
が
予

定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

食
品
業
者
等
と
の
連
携
を
よ
り
緊
密
に
し
、

よ
い
よ
実
施
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
町
づ
く
り
が
必
要
な
の
か
、
そ
の
た
め

に
住
民
と
行
政
が
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取
り

組
む
か
等
、
今
年
は
町
に
と
っ
て
も
大
事
な

年
に
な
り
ま
す
。

　

町
を
取
り
巻
く
環
境
は
人
口
の
減
少
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
に
加
え
、
地
域
経
済
も
景

気
回
復
を
実
感
で
き
な
い
極
め
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政

状
況
に
お
い
て
も
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し

て
、
様
々
な
行
政
課
題
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
一
層
の
行
政
改
革
推
進
と
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
地
域
住
民
の
代
表
と
し

て
、
決
意
を
新
た
に
そ
の
責
務
と
役
割
を
深

く
自
覚
し
、
議
会
活
動
を
通
じ
て
、
行
財
政

改
革
の
徹
底
と
議
会
の
活
性
化
を
図
り
、
地

方
自
治
確
立
の
た
め
に
努
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
、
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
議
会
と
し
て
精
一
杯
努
力
す

る
こ
と
を
お
誓
い
し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
の
輝
か
し

い
新
春
を
皆
様
と
共
に
迎
え
、
ま
た
ご
家
族

お
揃
い
で
さ
ら
な
る
希
望
と
飛
躍
に
満
ち
た

お
正
月
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
議
会
に
対
し
ま
し
て
温

か
い
ご
理
解
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
内
外
を
問

わ
ず
政
治
・
経
済
と
も
に
極
め
て
厳
し
い
一

年
で
し
た
。
国
内
で
は
社
会
保
険
庁
の
年
金

問
題
、
国
民
の
食
の
安
全
に
対
す
る
信
頼
を

失
墜
さ
せ
た
食
品
の
偽
装
問
題
、
構
造
改
革

に
つ
い
て
は
経
済
、
財
政
、
福
祉
、
教
育
、

医
療
ま
で
地
域
格
差
を
広
げ
、
そ
の
ひ
ず
み

が
地
方
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）
が
施
行

さ
れ
て
、
初
め
て
昨
年
九
月
の
定
例
会
で
平

成
十
九
年
度
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足

比
率
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
当

町
の
財
政
状
況
は
他
町
村
に
比
べ
て
健
全
な

状
態
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
に
つ
い
て
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

地
区
計
画
書
」
が
各
地
区
で
策
定
さ
れ
、
い
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丑年生まれ
新春インタビュー

健康第一　夫婦仲良く
内
ないじょうけいいち

城慶一さん（大正 14年生まれ・田代）
とにかく病気をせず、元気に二人で過ごした
いです。

内
ないじょう

城トミさん（大正 14年生まれ・田代）
毎晩二人で晩酌をするのが楽しみで、それが
長生きの秘訣になっているかも。夫婦仲良く
1年を過ごしたいです。

夫婦夫婦

家族みんな元気に
蛭
ひるこ

子チヱさん（昭和 12年生まれ・赤保内）
何をするにも元気が一番。
孫たちが成人するまで元気に頑張りたいです。

蛭
ひるこ

子真
ま な み

奈美さん（平成 9年生まれ・赤保内）
今年は、中学校入学の年。不安もいっぱいある
けど、友達をたくさん作って仲良くしたいです。

家族家族

平成 9年　（1997年）
昭和60年　（1985年）
昭和48年　（1973年）
昭和36年　（1961年）
昭和24年　（1949年）
昭和12年　（1937年）
大正14年　（1925年）
大正 2年　（1913年）

12歳
24歳
36歳
48歳
60歳
72歳
84歳
96歳

165
158
183
203
283
161
67
10

77
83
105
112
154
79
25
3

88
75
78
91
129
82
42
7

生まれた年・年齢 男女計 男 女
階上町丑年生まれの人口 丑年生まれは1,230人

男 性　638 人 ／ 女 性 592 人

階上町内の丑年生まれは1,230人。総
人口（14,845人）の約 8.3％となっ
ています。

＊平成20年12月1日現在の数字です。
＊年齢は平成21年に誕生日を迎えた時の年
　齢です。

2009 年は丑年。今年、年男・年女を
むかえた町内の方々に抱負をうかが
いました。丑年生まれ

新春インタビュー
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丑年生まれ
新春インタビュー

家族で北海道旅行
深
ふかがわ

川和
かず し

志さん（昭和 48年生まれ・石鉢）
とにかく健康が一番！行きたいと思いながらなか
なか行けなかった北海道への家族旅行を実現させ
たい。

深
ふかがわ

川順
じゅんこ

子さん（昭和 48年生まれ・石鉢）
家族みんなが健康で過ごせればいいです。
マイペースに一日一日を大切にしたい。

深
ふかがわ

川茅
ち さ

紗さん（平成 9年生まれ・石鉢）
小学校最後の年なので、いろいろ積極的に取り組
み、苦手な算数も克服したいです。

節目の年に再挑戦！大人の一歩
佐
さきょう

京忠
ただ し

史さん（昭和 24年生まれ・小舟渡）㊧
還暦の節に、人生の成人をむかえ、新春より真の
大人の人生を歩みたい。男同士で旅をしたいな～。

長
ながね

根義
よしのり

則さん（昭和 24年生まれ・小舟渡）㊨
公私ともに節目の年ですから、今までやりたいと
思っていてできなかったことに再チャレンジして
いきたいと思います。北海道で釣りをしたいな～。

家族で仲よく体力づくり
濱
はまみち

道晴
せい こ

子さん（昭和 36年生まれ・道仏）
いつも笑顔でいられるようにしたいです。

濱
はまみち

道渉
わたる

さん（昭和 60年生まれ・道仏）
日頃、家族みんな運動不足なので、今年は少し
でも体を動かして、健康診断でもいい結果を残
せるようにしたいです。

家族家族

仲間仲間

親子親子
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町議会
定例会
町議会
定例会

　

平
成
二
十
年
第
七
回
階
上
町
議
会
定
例
会
が
十
二

月
九
日
開
会
し
、
十
二
月
十
二
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
で
は
、
条
例
五
件
、
予
算
五
件
、
そ

の
他
二
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

①
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か

み
条
例

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

へ
の
指
定
管
理
の
導
入
に
つ
い
て

所
要
事
項
を
定
め
る
も
の
。

②
階
上
町
指
定
管
理
者
に
よ
る
公

の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

指
定
管
理
者
の
再
指
定
を
す
る
こ

と
に
よ
る
も
の
。

③
階
上
町
職
員
の
自
己
啓
発
等
休

業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
法

の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
。

④
階
上
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

産
科
医
療
補
障
制
度
創
設
に
伴
い

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を
改

正
す
る
た
め
。

⑤
階
上
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

消
防
団
員
の
定
年
年
齢
を
延
長
す

る
こ
と
に
伴
う
も
の
。

①
平
成
二
十
年
度
階
上
町
一
般
会

計
補
正
予
算

歳
入
は
繰
入
金
（
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
）、
町
債
を
減
額
。
国
庫

支
出
金
（
地
域
活
性
化
・
緊
急
安

心
実
現
総
合
対
策
交
付
金
）
等
を

増
額
。

歳
出
は
総
務
費
、
教
育
費
等
を
減

額
。
民
生
費
等
を
増
額
。

②
平
成
二
十
年
度
階
上
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
は
国
庫
支
出
金
（
療
養
給
付

費
等
負
担
金
）
を
増
額
。
療
養
給

付
費
等
交
付
金
等
を
減
額
。

歳
出
は
総
務
費
、
保
険
給
付
費
等

を
増
額
。

③
平
成
二
十
年
度
階
上
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
は
国
庫
支
出
金
（
現
年
度
分

介
護
給
付
費
負
担
金
）、
支
払
基

金
交
付
金
等
を
増
額
。

歳
出
は
保
険
給
付
費
（
介
護
サ
ー

ビ
ス
等
諸
費
）
を
増
額
。

④
平
成
二
十
年
度
階
上
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
は
繰
入
金
（
建
設
事
業
費
繰

入
金
）、
町
債
を
減
額
。

歳
出
は
公
共
下
水
道
事
業
費
等
を

減
額
。
施
設
管
理
費
を
増
額
。

⑤
平
成
二
十
年
度
階
上
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

歳
入
は
国
庫
支
出
金
（
高
齢
者
医

療
制
度
補
助
金
）
等
を
増
額
。

歳
出
は
総
務
費
を
増
額
。

改
造
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

設
計
変
更
に
伴
い
契
約
額
を
変
更

す
る
た
め
。

　

十
二
月
八
日
、
日
本
赤
十

字
社
青
森
県
支
部
よ
り
、
赤

十
字
活
動
の
一
環
と
し
て
、

町
に
博
愛
号
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
配
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
老
朽
化

等
に
伴
い
、
こ
の
度
更
新
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

役
場
前
で
行
わ
れ
た
配
置

式
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
青

森
県
支
部
の
天
童
光
宏
事
務

局
長
が
浜
谷
町
長
に
博
愛
号

の
鍵
を
贈
呈
。

　

今
後
は
、
町
の
福
祉
、
災

害
救
護
な
ど
幅
広
い
活
動
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

福
祉
活
動
に
役
立
て
ま
す

博
愛
号
設
置
式

平成20年度　12月補正予算の状況
会計名

一 般 会 計
国民健康保険特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
公共下水道事業特別会計
後期高齢者医療特別会計

補正額
△3,841万7千円
225万7千円
3,224万  円
△1,376万9千円
293万9千円

補正後の予算額
50億6,090万9千円
17億8,320万9千円
7億9,530万  円
8億7,359万7千円
8,926万5千円

条
例
制
定

条
例
改
正

予　
　

算

①
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か

み
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　

社
会
福
祉
法
人
階
上
町
社
会
福

祉
協
議
会

指
定
の
期
間

　

二
十
一
年
四
月
一
日
〜
二
十
四

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

②
階
上
中
学
校
耐
震
及
び
大
規
模

そ
の
他

議会事務局より
議会の傍聴は受付簿に住
所、氏名を記入するだけ
でどなたでも傍聴できま
す。一度傍聴されてみて
はいかがでしょうか。　

【問い合わせ】
議会事務局
☎88-2369
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十
一
月
二
十
七
日
、
階
上
漁
業

協
同
組
合
に
お
い
て
、
救
命
胴
衣

着
用
推
進
員
委
嘱
状
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
よ
り
、
東
北
に
お

け
る
船
舶
海
難
事
故
が
急
増
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
海
難
事
故
撲
滅

の
た
め
、
県
漁
船
海
難
防
止
・
水

難
救
済
会
で
初
め
て
実
施
し
た
取

り
組
み
で
、
階
上
町
は
七
漁
協
目

の
委
嘱
と
な
り
ま
し
た
。

　

委
嘱
さ
れ
た
の
は
漁
協
女
性
部

員
六
名
。
委
嘱
に
先
立
ち
、
宮
城

八
戸
海
上
保
安
部
長
が
「
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば

助
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
数
多

く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
万
が
一
に

備
え
、
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た

め
、
仲
間
の
た
め
に
着
用
を
呼
び

か
け
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

推
進
員
を
代
表
し
て
、
荒
谷
恵

子
部
長
が
「
救
命
胴
衣
は
命
を
つ

な
ぐ
も
の
。
委
嘱
を
契
機
に
、
一

人
で
も
死
者
・
行
方
不
明
者
を
な

く
す
た
め
、
浜
の
お
母
さ
ん
一
丸

と
な
っ
て
救
命
胴
衣
の
着
用
推
進

を
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
日
、
階
上
そ
ば
振
興

委
員
会
（
阿
部
武
志
会
長
・
通
称

そ
ば
り
え
）
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
臥
牛
苑
（
鳥
屋
部
）
を

慰
問
し
、
利
用
者
約
三
十
名
に
新

そ
ば
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
で
は
、
手
打
そ
ば
愛
好

会
会
員
ら
が
利
用
者
の
目
の
前
で

見
事
な
そ
ば
打
ち
を
披
露
し
、
昼

食
に
ざ
る
そ
ば
、
そ
ば
茶
を
提

供
。
利
用
者
は
「
そ
ば
の
香
り
が

良
く
な
め
ら
か
で
と
っ
て
も
お
い

し
い
。
真
心
が
入
っ
て
い
て
最
高

で
す
」
と
に
っ
こ
り
。

　

松
橋
副
会
長
は
「
愛
好
会
の
協

力
に
よ
り
、
初
め
て
こ
の
よ
う
な

活
動
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
今

後
も
機
会
が
あ
れ
ば
町
内
各
所
に

出
向
き
、
階
上
早
生
そ
ば
の
お
い

し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

海難事故を撲滅しよう
救命胴衣着用推進員委嘱状交付式

（後列左）橋場タミ氏、（前列左から）寅谷冨恵氏、下畑信子氏、
程熊サツエ氏、荒谷恵子氏、西村トシ子氏
　（後列中央）中田漁協組合長、宮城八戸海上保安部長

　

十
二
月
六
日
、
階
上
町
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
（
伊
藤
武
男

会
長
）
は
、ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・

は
し
か
み
で
初
級
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

町
内
小
学
五
・
六
年
生
十
一
名
が

参
加
。
中
高
校
生
の
先
輩
リ
ー

ダ
ー
の
指
導
の
も
と
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
必
要
な
知
識
や
リ
ー
ス
作

り
、
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
技

術
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
長
屋
瑞
希
（
石
鉢
小

六
年
）
さ
ん
は
、「
リ
ー
ダ
ー
の

お
姉
さ
ん
た
ち
も
優
し
く
教
え
て

く
れ
、
マ
イ
ム
マ
イ
ム
が
一
番
楽

し
か
っ
た
。
中
学
生
に
な
っ
た
ら

リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
学
ぶ

子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

立派なリーダーになるぞ！
笑顔いっぱいの研修生とリーダー達

階
上
早
生
を
Ｐ
Ｒ

階
上
そ
ば
振
興
委
員
会
が
臥
牛
苑
を
慰
問

利
用
者
の
前
で
そ
ば
を
打
つ

手
打
そ
ば
愛
好
会
会
員
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受付会場を確認のうえ、申告に必要な書類を
そろえておいでください。
（申告用紙は、各家庭には配布しないで、直
接申告会場に持参します。）

平成 21年　町民税・県民税申告受付のお知らせ平成 21年　町民税・県民税申告受付のお知らせ
■申告受付・相談日程
　時間 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

■必要書類
　・はんこ
　・源泉徴収票
　・国民年金の支払証明書
　・生命保険料、地震保険料等の支払証明書
　・農業などの事業経営者の方は、売上金や諸経費
　の確認出来る帳簿、各種領収書等

受付相談日 会  場 地区名
２月13日（金）

道仏公民館

駅　前
２月16日（月） 榊
２月17日（火） 道　仏
２月18日（水） 大　蛇
２月19日（木） 追　越・荒　谷
２月20日（金） 小舟渡（1～4班）
２月23日（月） 小舟渡（5～9班）
２月25日（水）

森の交流館
角柄折・金山沢

２月26日（木） 田　代・晴山沢
２月27日（金） 平　内・鳥屋部
３月 3日（火） 石鉢ふれあい

交流館

石　鉢
３月 4日（水） 蒼　前
３月 5日（木） 野場中
３月 9日（月）

ハートフルプラ
ザ・はしかみ

赤保内
３月10日（火） 耳ケ吠東
３月11日（水） 耳ケ吠西
３月12日（木） 全 地 区
３月13日（金） 　　〃
３月15日（日） 　　〃
３月16日（月） 　　〃

【問い合わせ】
町民課税務グループ
　☎88－2129

申告の必要な方・必要で
な い 方 な ど 詳 細 は、
2月号に掲載します。

■開設期間　２月２日（月）～３月 16 日（月）
　　※土日祝日除く
■開設時間　9:00 ～ 16:00
※昼休み時間帯は申告書の受付用紙の配布業
　務を行っています。

■会　　場　八戸商工会館３階ホール
＊駐車場がありませんので、公共交通機関をご利
用ください。
＊期間中は八戸税務署内には相談会場を設置して
いませんのでご注意ください。

確定申告書作成会場は「八戸商工会館」です確定申告書作成会場は「八戸商工会館」です確定申告書作成会場は「八戸商工会館」です
対象：「所得税（譲渡所得を含む）」「消費税および地方消費税」「贈与税」の申告が必要な方

【問い合わせ】八戸税務署　☎43－0141

■個人の申告期限と納税期限

税の種類
申告所得税
消費税および地方消費税
贈与税

申告と納税の期限
３月16日（月）
３月31日（火）
３月16日（月）

確定申告書は自らが正しく計算し、納税すること
が基本です。作成した申告書は、郵送などによる
提出にご協力ください。また、送付の際は添付書
類の同封を忘れずにお願いします。

申告書は自分で作成して、郵送または信書便で！

保育園入所受付をします
平成 21年　町民税・県民税申告受付のお知らせ
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保育園入所受付をします保育園入所受付をします保育園入所受付をします

入所基準 小学校就学前の児童で、児童の保護者（同居者含む）のいずれもが、次の①～⑧のどれ
かに該当し、児童の保育ができないと認められる場合。（　　）内は申請時に必要な書類。

平成21年度の保育園入所申し込みを次のとおり受付します。

①家庭外で仕事をしている場合（就労証明書）
②家庭内で家事以外の仕事をしている場合（民生委員の意見書）
　　※①②において自営業の場合は（民生委員の意見書）、内職の場合は（就労証明書）
③母親が妊娠中または出産後間もない場合（母子手帳の写し）※この場合の入所期間は、産前産後８週間
④疾病、負傷等の場合（医師の診断書）
⑤心身に障害がある場合（障害者手帳の写し等）
⑥自宅で長期にわたる病人や心身に障害のある家族を常時介護している場合（介護等申立書）
⑦震災・風水害・火災などの災害復旧にあたっている場合（申立書等）
⑧求職中またはこれから求職する場合（求職申立書）※この場合の入所期間は 3カ月間

必要書類 用紙は保健福祉課及び各保育園にあります。

①保育所入所申込書
②家庭状況調書
③平成 20年分の所得税額がわかるもの（源泉徴収票、確定申
告書等）
④平成 20年度分の市町村民税額がわかるもの（納入通知書の
写し、課税証明書等）
⑤保育に欠ける理由がわかるもの（上記［入所基準］の（　 ）
内の書類）
⑥児童を３人以上扶養していて第３子以降３歳未満の児童が
入所する場合（保育料軽減に関する申立書）

受付期間・場所

町内各保育園及び役場保健福祉課
にて申し込み受付します。
■町内保育園 
　１月１３日（火）～２月６日 (金 )
　※以降随時受付
■広域（町外）入所
　１月２３日（金）必着
　※申込者が定員を上回った場合
は選考基準により２月６日ま
でに受付した中から入所決定
します。

【問い合わせ・申し込み】保健福祉課福祉グループ　☎88-2641

施設名 中央保育園
☎88-2101

はまゆり保育園
☎87-3364

道仏保育園
☎89-2210

階上保育園
☎89-2302

石鉢保育園
☎88-3621

所 在 地 道仏字天当平1-327 道仏字石渡窪12-4 道仏字向17-3 道仏字榊平17-2 角柄折字柳下6-15
定　　員 60名 45名 60名 60名 120名
開所時間 7:00～ 19:00 7:00～ 19:00 7:00～ 19:00 6:45～ 20:00 7:00～ 19:00

■町内各保育施設■

平成21年度　階上保育園　学童保育説明会のご案内平成21年度　階上保育園　学童保育説明会のご案内平成21年度　階上保育園　学童保育説明会のご案内
～学童保育ご利用希望の保護者の皆様①か②の説明会においでください～

※遅刻、早退はご遠慮ください　※階上保育園向かい側の階上保育園駐車場をご利用ください

〔説明会日時〕　①2月 3日㈫　13：15～15：00　　②2月 4日㈬　18：00～19：45
〔場　　　所〕　階上保育園
〔対 象 児 童〕　主に小学校 1年生・2年生。小学校 3年生以上はご相談ください。
〔住　　　所〕　階上町道仏字榊平 17－2　〔電　　　話〕　0178－89－2302
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公共下水道が
平成21年4月から供用開始となります
　蒼前、野場中行政区の一部の区域及び赤保内行政区の一部の区域において、平成21年４月から公共
下水道が使用できるようになります。下水道が使用できるようになると、「供用開始日」（使用すること
ができる日）と処理区域を公示し、関係する区域の皆さんにお知らせします。
　この公示を受けた区域の皆さんは、排水設備の設置（工事）が必要になります。

公共下水道が
平成21年4月から供用開始となります

　排水設備とは

　下水道施設は、公共下水道と排水設備からなっ
ています。公共下水道とは、公共汚水ますから
浄化センターまでをいい、町が設置し維持管理
する部分です。これに対して排水設備とは、図
のように水洗便所、浴室、台所などから公共汚
水ますの接続部までをいい、個人が設置し維持
管理する部分です。

供用開始された区域は、い
つまでに下水道へ接続しな
ければいけないのですか？

次の期間内に水洗化工事等を行い下水道へ接続することが、下水
道法で義務づけられています。
○浄化槽を使用されている方：供用開始の告示日から遅滞なく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（おおむね 1年以内）
○くみ取り式トイレ：供用開始の告示日から３年以内

排水設備に係る工事は、下水道に関する法律や基準に基づいて行
う必要がありますので、必ず「階上町指定排水設備工事店」に依
頼してください。

下水道に接続したいのです
が、どこに依頼すればよい
のですか？

工事費はいくらかかります
か？

建物や敷地の大小、トイレ、台所、風呂などの位置や敷地の形状
によって配管が異なるため、一概には言えません。また、くみ取
り式トイレからの改造は、便器も新しくする必要があり、その分
工事費も高くなります。自分の考えを指定工事店に伝え、見積も
りを依頼して検討してください。

「水洗便所等工事資金融資あっせん制度」があります。
工事費を一度に負担することが困難な方のために、金融機関から
融資を受けられる制度です。

撤去するか底に穴を空け消毒し埋めていただきます。

一度に多額の工事費を負担
することができません。

今まで使用していた浄化槽
はどうすればよい？

宅内の雨水を公共汚水ます
に流してもいいですか？

絶対流さないでください。
下水道管に雨水が流入すると、処理場での汚水量が増え運転管理
が困難になり、良質な処理水が維持できなくなるばかりでなく、
電気量や薬品などの処理費も増大します。公共汚水ますにはトイ
レや生活雑排水などの汚水のみを流していただきます。

かります

負担

化槽

事費はい

額の

風
は言
く
指

が
たとが困難な

度です。

概
も

の考
い

【問い合わせ】産業建設課　土木建設グループ　☎88-2118
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【受付・問い合わせ】総務課企画財政グループ　☎88-2113

こころ豊かなケアの実践と
人の関わりを大切にする

グループホームゆとり

入居者募集中！
いつでもお気軽にお立ち寄りください
AED設置所（24時間対応可能）

039-1211　三戸郡階上町蒼前東６丁目9-181
TEL・FAX　0178-88-1920

（広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告） （広告）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広告）

…緊急保証の対象業種が600超に拡大…
…30兆円規模の保証・融資枠を確保…

・信用保証協会の100％保証！
・一般保証8,000万円に加え、別枠で8,000万円（担保

がある方は、一般保証2億円に加えて、別枠で2億
円）までの保証を利用できます。

・セーフティネット貸付は、業種を問わず利用可能。
（全業種の方が、4億8000万円（中小企業の方）、
4,800万円（小規模企業の方）まで利用できます）
中小企業庁では、貸し渋り防止取り組み、軽

減税率の時限的引き下げ、安全・安心な商店

街づくり、新事業展開など、全力をあげて中

小・小規模企業を応援します！

【問い合わせ】東北経済産業局産業部中小企業課
　　　　　　　　　　　　　　☎022－222-2425

　国では、肥料や燃油価格の高騰に対応し、低コス

ト・省エネ型の農業経営への転換を推進するための緊

急対策を実施します。

■対　象　化学肥料または燃油使用量の２割削減
に取り組む農業者グループ。

■助成額　肥料費または燃油費増加分の７割を助
成。

◇◇対策に係る説明会を実施します◇◇
　　　　　・日　時　１月13日（火）14:00
　　　　　・場　所　森の交流館

【問い合わせ】
　　八戸広域農業協同組合営農販売課　☎70-4050
　　産業建設課産業振興グループ　　　☎88-2116

中小・小規模企業の皆さんへ
資金繰り支援に万全を期します！

農家の皆さんへ
肥料費・燃油費を緊急支援します！

受付期間 ２月２日（月）～２月２７日（金）

提出様式
町ホームページよりダウンロードしてご利用ください。
　※建設工事、測量・建設コンサルタント、物品役務等ごとに提出すること。

提出書類
一般競争（指名競争）参加資格審査申請書の他、受付要領（町ホームページに掲載及び企画財政
グループにて配布）に記載されている提出書類を添付のうえ提出して下さい。
　※従前の提出書類の他、電子データの提出を追加しました。

受付方法

持参または郵送（締切日必着）
※受領書（様式任意）を添付すること。（郵送の場合は、宛名を記入し、120円切手を貼付し
た封筒（受領書及び電子データ入力済ＦＤ返信用）を必ず同封すること。ハガキによる受領
書は不可。）

有効期間 ２年間（21年４月１日～23年３月31日）

平成 21・22 年度　競争参加資格審査申請書を受付します
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■貸出時間■
○中央公民館
　9～19時（月～土、日・祝日）
○道仏公民館
　9～17時（月～金）
　※土曜は15時まで

○石鉢ふれあい交流館
　9～19時（火～土、日・祝日） 『黒の狩人』

大沢在昌著／幻冬舎
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「イノセント・ゲリラの祝祭」
海堂尊／宝島社

「オオカミのクリスマス」
そがまい作／小峰書店
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次
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取
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階上うまいもん！はしかみ海藻ラーメン 只今活動中！　囲碁将棋教室

我が地
ま

域
ち

通信

ネットワーク　Network・・・・・・・・・・・

荒谷行政区
＜未来に残せる海と里の豊かな環境＞

◇地区データ◇
人口345人／世帯数99世帯（12月1日現在）
小学校区：大蛇小学校／区長：上山清治氏
海と緑の自然環境に恵まれています。虚空蔵様の祭りなどで賑
わっていた頃を取り戻せるよう、地域づくりを頑張っています。

西光寺ナニャドヤラ保存会

子どもたちの活動の場を広げています

　■活動日　毎週土曜日　13時～15時
　　　　　　ハートフルプラザ・はしかみ

　学校週５日制がスタートしたのをきっかけに、週
末の子どもたちの活動支援として、平成14年から
スタートしました。将棋愛好会・囲碁愛好会の有段
者らが毎回指導にあたり、子どもたちと膝をつきあ
わせて楽しい時間を過ごしています。教室に通い、
大会で優勝する子も出るなど、継続して活動してき
た成果も出てきていま
す。
　どなたでも参加でき
ますので気軽にのぞい
てみて下さい。
　初心者大歓迎！
【問】橋場☎87-3922 真剣勝負です

　寒～い冬はやっぱりラーメン!!　
階上町にも、オリジナルラーメンがあるんです。
　荒海で育った特産のすき昆布を粉末にして練り込
んだ麺（海藻３：麺７）は、ほんのり緑色で独特の
しこしこ感のあるちぢれ麺。さっぱりした塩風味の
スープとの相性は抜群です。
　この海藻ラーメン、町商工会むらおこし事業実行
委員会が特産品の一つとして平成８年に開発したも
ので、何度も試食を繰り返し完成したそう。冷やし
て、ざるラーメンとしても美味しく食べられます。

荒谷虚空蔵菩薩堂

道の駅はしかみで購
入できます。
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晴山沢行政区
＜歴史と文化をはぐくみ緑豊かな里＞

◇地区データ◇
人口194人／世帯数63世帯（12月1日現在）
小学校区：登切小学校／区長：小出光一氏
自然環境に恵まれた田園地帯です。俳句会、例大祭、盆踊りな
ど文化と歴史にあふれた地区です。

　

晴
山
沢
地
区
に
は
約
２
７
４
年

の
日
吉
神
社
と
、
境
内
に
樹
齢

約
２
９
０
年
の
セ
ン
の
木
が
あ

り
、
７
月
に
行
わ
れ
る
例
大
祭
で

は
、
地
元
、
町
内
外
の
方
々
に
出

演
し
て
頂
き
、
奉
納
演
芸
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
開
山
約
４
３
５

年
（
浄
土
宗
寺
院
由
緒
書
陸
奥

集
）
の
西
光
寺
が
あ
り
、
８
月
15

日
は
毎
年
恒
例
の
盆
踊
り
が
行
わ

れ
、
昨
年
は
西
光
寺
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ

ラ
保
存
会
が
、
階
上
町
無
形
民
俗

文
化
財
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
紫
陽
花
を
住
民
よ
り
寄

付
し
て
頂
き
、
県
道
沿
い
に
約

３
５
０
株
を
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
植
栽
を
実
施
。
現
在
工

事
中
の
県
道
整
備
が
終
わ
り
次
第
、

順
次
植
え
付
け
を
行
っ
て
、
最
終

的
に
は
当
区
内
県
道
が
見
栄
え
の

あ
る
紫
陽
花
ロ
ー
ド
と
な
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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－落語と講演－

落語がとりもつ
　　　　人の縁

落語家　古今亭菊千代 氏
◆日時：１月24日（土）13:30～ 15:00
◆場所：ハートフルプラザ・はしかみ
◆入場：無料　※託児あります（要申込）

女性落語家で初めて「真打ち」に昇格。「人の失敗を見
て笑うのではなく、誰のことも傷つけない笑いを目指
したい」そんな菊千代さんのあったかい落語を聞いて
みませんか。

【申し込み・問い合わせ】
　　　　教育課　教育グループ　☎88-2698

お知らせ■
受
賞
資
格　

12
月
31
日
現
在
に

お
い
て
八
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

の
会
員
で
あ
る
こ
と
。

■
表
彰
種
目

・
無
事
故
賞　

３
年
・
５
年
・

７
年
・
10
年
（
以
後
５
年
毎
）
の

各
賞
。

・
協
力
賞　

40
年
以
上
の
無
事

故
賞
受
賞
者
の
配
偶
者
。

■
申
請
方
法　

運
転
免
許
証
・
安

協
会
員
証
・
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

１
月
27
日
（
火
）
ま
で
に
町
民
課

戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ
へ
申
請
く
だ

さ
い
。

■
申
請
手
数
料　

10
年
以
上
の
申

請
の
方
は
、
運
転
記
録
証
明
書
が

必
要
で
す
（
手
数
料
７
０
０
円
）。

た
だ
し
、
申
請
後
に
表
彰
の
欠

格
事
項
（
交
通
事
故
記
録
有
り

等
）
が
判
明
し
、
受
賞
さ
れ
な
い

と
き
で
も
、
手
数
料
は
返
却
さ
れ

ま
せ
ん
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
９

　

町
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
本
格
運
行
に
向
け
て
２
年
間
検

討
し
て
参
り
ま
し
た
。

▽
来
年
度
よ
り
、
路
線
バ
ス
の

「
駅
前
～
庁
舎
間
線
」
及
び
「
田

代
～
登
山
口
間
線
」
が
廃
止
さ
れ

る
予
定
で
す
。
こ
の
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
町
民
が
混
乗
利
用
で
き
る
よ

う
バ
ス
の
運
行
を
実
施
し
ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
本
格
運

行
に
向
け
て
の
町
民
説
明
会
を
左

記
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
お
近
く

の
会
場
に
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日
・
会
場

①
１
月
７
日（
水
）・
森
の
交
流
館

②
１
月
８
日（
木
）・
晴
山
沢
集
会
所

③
１
月
９
日（
金
）・
赤
保
内
集
会
所

④
１
月
14
日（
水
）・
追
越
集
会
所

⑤
１
月
15
日（
木
）・
道
仏
公
民
館

⑥
１
月
16
日（
金
）・
石
鉢
ふ
れ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　

い
交
流
館

■
時
間

　

18
時
30
分
～
19
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
３

無
事
故
運
転
者
表
彰
申

請
を
お
忘
れ
な
く
！

国保

出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
の
一
部
引
き
上
げ

　

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

（
現
行
35
万
円
）
が
次
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
す
。

■
改
正
後
（
21
年
１
月
の
出
産
か
ら
）

①
38
万
円　

産
科
医
療
保
障
制
度

等
に
加
入
す
る
医
療
機
関
等
に
お

い
て
出
産
し
た
場
合
（
※
医
療
機

関
等
の
発
行
す
る
証
明
書
の
提
出

が
必
要
）

②
35
万
円　

同
制
度
等
に
未
加
入

の
医
療
機
関
等
に
お
い
て
出
産
し

た
場
合
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
２
１
９

▽
産
科
医
療
保
障
制
度

　

１
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
分
娩
機

関
が
加
入
す
る
民
間
保
険
で
、
通

常
の
妊
娠
・
分
娩
で
脳
性
麻
痺
に

な
っ
た
者
の
補
償
と
原
因
分
析
・

再
発
防
止
が
主
な
内
容
。
同
制
度

へ
医
療
機
関
等
が
支
払
う
掛
金
が

分
娩
費
用
に
上
乗
せ
さ
れ
る
と
見

込
ま
れ
る
た
め
、
制
度
導
入
に
合

わ
せ
出
産
育
児
一
時
金
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
近
年
の
産
科
医
不

足
へ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
リ
ス

ク
軽
減
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

開催します

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
本

格
運
行
の
地
区
説
明
会

学びの王国！はしかみキャンパス
＆階上町商工会公開講演

マイバッグ持参運動にご協力をお願いします

■実施店　県内のスーパー、ホームセンター、百貨店など
24社、231店舗※総合スーパーや百貨店は、店舗内の一
部（食品売り場の集中レジ）で実施。
■実施事業者
【食品スーパー】青森県庁生協、青森県民生協、㈱伊徳、

弘南生協、㈱三光、㈱スーパーカケモ、㈱スーパースト
ア、生協コープあおもり、㈲ファミリーマートさとう、
㈱マエダ、マックスバリュ東北㈱、㈱みなとや、㈱ユニ
バース、㈱よこまち
【総合スーパー】イオンスーパーセンター㈱、イオンリ

テール㈱（ジャスコ）、 ㈱イトーヨーカ堂
【百貨店】㈱中合三春屋、㈱中三、さくら野東北㈱
【ホームセンター】㈱コメリ、㈱サンデー、㈱サンワドー
【クリーニング店】東洋社企業組合
■詳細は県庁ホームページをご覧になるか、青森県環境政
　策課☎017-734-9249までお問い合せください。

２月２日から
レジ袋無料配布中止（有料化）スタート！
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ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
意
見
・

要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
、
県
の
施

策
の
企
画
・
立
案
の
参
考
に
し
ま

す
。

■
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
満
20

歳
以
上
の
方
（
公
務
員
、
モ
ニ

タ
ー
経
験
者
等
一
部
資
格
に
制
限

も
あ
り
ま
す
）

■
募
集
人
員　

百
名
程
度

■
期
間　

21
年
４
月
か
ら
１
年
間

■
仕
事　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る

回
答
（
年
３
回
程
度
）

■
応
募
方
法　

は
が
き
ま
た
は

メ
ー
ル
で
「
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
性
別
・
生
年
月
日
・
職

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん

で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

■
出
願
期
間　

２
月
28
日
ま
で
。

■
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
２
（
３
８
）
０
５
０
０

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
　
　
　

☎
（
７
０
）
１
６
６
３

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

国
有
林
の
管
理
・
経
営
に
皆
さ

ん
の
声
を
役
立
て
て
い
く
た
め
、

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員　

48
人

■
任
期　

21
年
４
月
か
ら
１
年
間

■
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

■
応
募
締
切　

１
月
31
日
（
土
）

■
応
募
資
格
、
応
募
方
法
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

東
北
森
林
管
理
局

　
　
　
　
　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
係

国保

70
歳
以
上
の
方
の
医
療
費
負

担
の
据
え
置
き
に
つ
い
て

　

70
～
74
歳
の
窓
口
負
担
に
つ
い

て
、
４
月
か
ら
１
割
→
２
割
と

な
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
１
割
の
ま
ま
据
え
置
か

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
に
は
３
月
末
頃
に
訂
正

し
た
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
す
る

予
定
で
す
。（
現
役
並
み
所
得
者

は
３
割
の
ま
ま
で
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
２
１
９

募集

県
政
モ
ニ
タ
ー

募集

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

募集

放
送
大
学

　
　

４
月
入
学
生
募
集

今般、与党において決定された「定額給付金」については、住民の皆様へのご連絡や給付を行う段階ではあ

りません。具体的な給付の方法などが決まり次第、速やかに広報いたします。

定額給付金に関して
●市区町村や総務省などがATM（銀行・コンビニなど現金自動預払機）
の操作をお願いすることは、絶対にありません。
●ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶
対にできません。
●市区町村や総務省などが、「定額給付金」の給付のために、手数料な
どの振込を求めることは絶対にありません。
●現時点で、市区町村や総務省などが住民の皆様の世帯構成や銀行口座
の番号などの個人情報を照会することは、絶対にありません。
ご自宅や職場などに市区町村や総務省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、

迷わず、お住まいの市区町村や最寄りの警察署または警察相談電話（♯9110）にご連絡ください。

定額給付金の給付をよそおった
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください

総 務 省

業
・
電
話
番
号
・
応
募
理
由
・
各

種
モ
ニ
タ
ー
の
経
験
・
携
帯
電
話

以
外
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
を
記

入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　

１
月
30
日
（
金
）

■
結
果
通
知　

３
月
末
ま
で
に
応

募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

青
森
県
企
画
政
策
部
政
策
調
整
課

県
政
モ
ニ
タ
ー
係

青
森
市
長
島
１
丁
目
１
の
１

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
１
３
８

メ
ー
ル

koho@
pref.aom

ori.lg.jp

　
☎
０
１
８
（
８
３
６
）
２
２
７
４

　

www.tohoku.kokuyurin.go.jp/
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年
金
だ
よ
り

■
源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

▽
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
、
平

成
20
年
中
に
支
払
っ
た
年
金
額
や
、

年
金
か
ら
差
し
引
い
た
所
得
税
額

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
「
源
泉
徴

収
票
」
が
、
１
月
中
に
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
よ
り
送
付
さ
れ
ま

す
。

▽
複
数
の
年
金
を
受
け
て
い
た
り
、

年
金
以
外
の
所
得
の
あ
る
方
は
、

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。
そ
れ
以

外
に
、
医
療
費
等
の
控
除
を
受
け

る
方
は
、
税
務
署
等
へ
源
泉
徴
収

票
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
・
送
付
さ

れ
な
い
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
。

☎
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

　

※
八
戸
社
会
保
険
事
務
所
で
も

　

再
発
行
い
た
し
ま
す
。

▽
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
年
金
に

は
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
源
泉
徴
収
票
の
発
行
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

八
戸
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　

☎
（
４
３
）
７
３
６
９

　

町
民
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

☎
（
８
８
）
２
１
１
９

健（検）診の受け忘れはありませんか 受診していない方は
ぜひ受診しましょう

健診会場：八戸市総合健診センター
■住民健診・国保人間ドック
　２月１６日（月）・２月２６日（木）
■婦人がん検診
　２月２０日（金）、２月２５日（水）
〈申し込み方法〉
・保健福祉課へ電話（☎88－2219）
・健診申込用はがき（５～７月に配布したもの）
　をポストに投函
〈申込締切〉１月23日（金）

下記医療機関でも受診できます。

医療機関名 特定 胃 大腸 備考

ABEビルクリニック ○ ○ ○

おっとも脳神経クリニック ○ 要予約

春日井内科医院 ○ ○ ○

かねた内科耳鼻科医院 ○ ○ ○ 要予約

河原木内科医院 ○ ○ ○ 要予約

岸原病院 ○ ○ ○

黒田内科胃腸科医院 ○ ○ ○

小松内科医院 ○ ○ ○

坂本内科クリニック ○ ○ ○ 要予約

さとう内科胃腸科医院 ○

下長内科クリニック ○ ○ ○ かかりつけ
患者のみ

菅原内科医院 ○ ○ ○

関口内科クリニック ○ 要予約

種市外科 ○ ○ ○

中園内科クリニック ○ ○

長谷川内科胃腸科医院 ○ ○ ○

八戸生協診療所 ○ ○ ○

伴胃腸科内科 ○ ○ ○ 要予約

みうらクリニック ○ ○ 要予約

美保野病院 ○ ○ ○ 要予約

＊特定健診を受ける際は、保険証と受診券が必要で
す。受診券を発行しますので保健福祉課にご連絡
下さい。

【問い合わせ】
保健福祉課健康増進グループ　☎88-2219

65歳以上の方・障害者手帳をお持ちの方階上町優先日 バスの運行はありません

保険証の種類に関わらず受けられます。

項　目 対　象 自己負担

住
民
健
診

肺がん（胸部レントゲン） 40歳以上 ※1
500円

胃がん（バリウム） 40歳以上 500円

大腸がん（便潜血検査） 40歳以上 500円

前立腺がん（血液検査） 50歳以上男性 ※2
2,100円

婦
人
が
ん
検
診
等

乳がん（視触診等） 30歳以上 500円

子宮がん（細胞診） 20歳以上 ※3
500円

卵巣がん（経膣エコー） 20歳以上 ※2
1,050円

骨粗鬆症 30歳以上 ※2
1,890円

※１　医療機関では、結核検診として無料で実施。
※２　健診センターでの料金であり、医療機関で受ける場合

は異なります。
※３　子宮がん検診のみ希望される方は、市内産婦人科医院

でも実施していますのでご利用下さい。

がん検診等

特定健診の内容については広報5月号をご覧ください
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２　　月
1  日 剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

2  月 燃やせないごみ収集日（全地区）

国民健康保険税、介護保険料（普通徴収）、後期高齢

者医療保険料（普通徴収）第6期納期限

3  火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

ラージボール卓球大会（道仏体育館 18:30 ～ 21:00）

4  水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・ダンボール収集日（全地区）

5  木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

6  金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

7  土
8  日 剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

支部対抗バスケットボール大会（道仏体育館 9:00）

9  月 燃やせないごみ収集日（全地区）

10火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

11水 建国記念日

資源物収集は休み

12木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

13金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

室内ゲートボール大会

14土
15日 剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

広報カレンダー　1月16日㈮〜2月15日㈰
1　　月

16金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

17土
18日 剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

19月 燃やせないごみ収集日（全地区）

20火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

粗大ごみ収集日（東部地区）

合同相談（ハートフルプラザ　13:00 ～ 15:00）

教育相談（ハートフルプラザ小会議室　13:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

21水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・ダンボール収集日（全地区）

乳児健康診査（H20.2.1 ～ 4.30生まれ、ハートフルプラザ12:30 ～ 14:30）

22木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

23金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

24土 はしかみキャンパス公開講座

（落語家古今亭菊千代氏／ハートフルプラザ　13:30 ～ 15:00）

25日 剣道クラブ（町民体育館 10:00 ～ 12:00）

オレンジボール卓球大会（道仏体育館　9:30）

26月 燃やせないごみ収集日（全地区）

27火 燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

乳児保健相談

（H20.7 ～ 8月生まれ、ハートフルプラザ9:30 ～ 12:00）

民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ 17:30 ～ 19:30）

ラージボール卓球大会（道仏体育館 18:30 ～ 21:00）

28水 空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

29木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

30金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

ラージボール卓球大会（道仏体育館 18:30 ～ 21:00）

31土

カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。（お知らせ→行事予定）

◎ごみ収集日の地区区分◎

中央・西部地区
石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田代、晴

山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ吠西

東 部 地 区
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前、道

仏、小舟渡

ごみは、収
・ ・ ・ ・

集日に指定された場所へ

朝８時までに出しましょう。

第5水曜日は、空缶、空ビン、ペッ

トボトルの収集を行います。

各課直通電話をご利用ください
各課へのお問い合わせは直通電話のご利用をお願いします。

課名・グループ名等 直通電話番号

1 階

町 民 課
税 務 グ ル ー プ

賦 課 88-2129

収 納 88-2114

戸 籍 住 民 グ ル ー プ 88-2119

保健福祉課
健 康 増 進 グ ル ー プ 88-2219

福 祉 グ ル ー プ 88-2115・2641

出 納 室 88-2049

農 業 委 員 会 88-2946

2 階

総 務 課
総 務 グ ル ー プ 88-2112

企 画 財 政 グ ル ー プ 88-2113

産業建設課
産 業 振 興 グ ル ー プ 88-2116

土 木 建 設 グ ル ー プ 88-2118

教 育 課 教 育 グ ル ー プ
学 務 88-2495

社 教 88-2698・2764
3 階 議 会 事 務 局 88-2369

○土・日・祝日及び午後 5時以降のご連絡は（代）88-2111 へお願いいたします。



☆平成 20 年県内の交通事故発生状況☆　青森県交通対策協議会

死
者
の
状
態

飲酒運転による死者 9　人

（±0）

高齢者の死者
〜65歳以上の人〜

32　人

（−17）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者 23　人

（−15）

非着用死者 13　人

（−2）

着用していれば
助かったと思われる人

7　人

（＋2）
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■
警
察
安
全
相
談
電
話

☎
０
１
７
（
７
３
５
）
９
１
１
０

☎
♯
９
１
１
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）

最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在

所
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

通
信
指
令
課
で
は
、
耳
や
言
葉

に
障
害
を
お
持
ち
の
方
か
ら
の
通

報
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
７
（
７
２
２
）
０
１
１
０

メ
ー
ルapm
ail-110@chive.ocn.ne.jp

交 番 情 報
事件は 110番
階上交番　☎ 88-2022
田代駐在所　☎ 88-2110

消 防 情 報
火事は 119番
消防本部　☎ 44-2135
階上分署　☎ 88-2105

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

思いやり運転
まもるくん

住
宅
火
災
を
な
く
そ
う

11月中 年累計

発
生

578　
件

（−40）
5,758

件

（−455）

死
者

4　　
人

（−2）
60

人

（−22）

傷
者

677　
人

（−87）
7,146

人

（−706）

☆平成 20 年階上町交通事故発生状況☆

11月30日現在 前年同期比増減

発生件数 32 − 16

死　　者 0 − 2

傷 者 数 41 − 13

　　死亡事故ゼロ連続日数 457 日

※（　）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
の
新
春
を
迎
え
、
地

域
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
消
防
行

政
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
成
19
年
（
１
～
12
月
）

に
お
け
る
火
災
の
概
要
が
発

表
さ
れ
、
全
国
総
出
火
件
数

は
５
４
、
５
７
９
件
（
前
年
比

１
、３
０
３
件
増
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
お
よ
そ
１
日
あ

た
り
１
５
０
件
、
10
分
に
１
件
の

火
災
が
発
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

全
国
で
発
生
し
た
火
災
の
約
６

割
は
建
物
火
災
で
、
原
因
の
上
位

は
放
火
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
タ
バ
コ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

火
災
に
よ
る
死
者
（
放
火
自
殺
者

等
を
除
く
）
は
、
１
、１
５
２
人

で
毎
年
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
20
年
の
階
上
町

の
災
害
出
動
件
数
（
12
月
４
日
現

在
）
を
見
ま
す
と
▽
火
災
発
生
４

件
▽
救
急
出
動
２
９
６
件
▽
救
助

１
件
で
あ
り
、
平
成
19
年
の
同
時

期
に
比
べ
、
火
災
は
７
件
減
、
救

急
出
動
は
38
件
減
、
救
助
は
７
件

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

火
災
は
私
達
の
日
常
生
活
の
中

で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら

発
生
し
て
い
ま
す
。
寝
る
前
や
ご

自
宅
を
留
守
に
す
る
際
は
、
今
一

度
「
火
の
元
」
を
確
か
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

火
災
か
ら
大
切
な
家
族
を
守
る
た

め
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
お

宅
は
お
早
め
に
設
置
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

寅
谷
正
美
団
長
の
も
と
、
消
防

団
員
の
士
気
を
高
め
る
と
と
も
に
、

新
春
の
祭
典
で
も
あ
り
ま
す
階
上

町
消
防
団
出
初
式
が
「
郷
土
愛
に

燃
え
て　

災
害
か
ら
守
ろ
う　

人

と
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
挙
行
さ

れ
ま
す
。
多
数
ご
来
場
賜
り
、
団

員
の
激
励
と
災
害
に
立
ち
向
か
う

消
防
団
の
心
意
気
を
ご
覧
く
だ
さ

い
！

■
日
時　

１
月
11
日
（
日
）
10
時

■
会
場　

役
場
裏
駐
車
場
・
町
民

体
育
館

　

１
１
０
番
は
、
警
察
へ
の
緊

急
通
報
用
電
話
番
号
で
、
昭
和
23

年
か
ら
導
入
さ
れ
た
必
要
不
可
欠

な
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
す
。
反
面
、

「
い
た
ず
ら
」
「
ま
ち
が
い
」
や

「
無
言
電
話
」
が
多
く
、
緊
急
事

案
の
処
理
等
に
影
響
が
出
て
お
り
、

警
察
で
は
「
正
し
い
１
１
０
番
」

の
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

緊
急
性
の
な
い
一
般
的
な
警
察

安
全
相
談
や
警
察
に
対
す
る
意

見
・
要
望
な
ど
は
次
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

平
成
21
年　

新
春
を
飾
る
消
防
団
出
初
式
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戸籍の窓　平成20年12月受付分・12月15日現在（敬称略）

2月2日は
国民健康保険税、介護保険料（普通徴収）、
後期高齢者医療保険料（普通徴収）

第６期
の納期限です。

期限内に納めましょう。
【問】町民課税務グループ ☎ 88-2114

わが町の文化財⑩
階上町指定天然記念物第１号（平成20年3月21日指定）

所在地：階上町大字道仏字銀杏木窪　幹囲約 13.3m×樹高約 30m

銀杏木窪（いちょうのきくぼ）の大銀杏：樹齢約1000年

　

こ
の
大
銀
杏
は
、
町
内
最
古
の
老
木
と
言
わ
れ
、
昨
年
度

行
わ
れ
た
調
査
で
幹
囲
が
全
国
六
位
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

枝
か
ら
は
気
根
（
通
称
ち
ち
）
が
多
く
垂
れ
下
が
り
地
面

に
達
し
て
着
根
し
て
い
ま
す
。
そ
の
気
根
が
乳
房
に
似
て
い

る
た
め
「
垂
乳
根
（
た
ら
ち
ね
）
の
大
銀
杏
」
と
呼
び
親
し

ま
れ
、
母
乳
不
足
の
女
性
が
敬
っ
た
り
、
気
根
に
触
っ
た
り
、

撫
で
た
り
す
れ
ば
母
乳
が
よ
く
で
る
と
言
わ
れ
信
仰
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
昔
、
当
地
に
住
ん
で
い
た
ア
イ
ヌ
が
、
こ
の

大
銀
杏
の
根
元
に
黄
金
を
入
れ
た
壷
を
埋
め
た
と
い
う
伝
説

も
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
木
の
ま
わ
り
に
は
、
小
さ
な
銀
杏

が
育
っ
て
い
ま
す
が
、
雷
が
落
ち
た
際
に
木
の
先
端
が
折
れ

突
き
刺
さ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
根
付
い
た
「
逆
木
（
さ
か
ぎ
）

の
銀
杏
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

か
た
わ
ら
に
は
、
こ
の
大
銀
杏
を
御
神
木
と
す
る
銀
杏
大

明
神
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
祠
の
裏
に
は
「
銀
杏
大
明
神
」

と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
木
の
根
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
る
よ
う
に

建
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
大
銀
杏
が
、
い
か
に
古
く

か
ら
こ
の
地
域
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
、
大
事
に
守
り
続
け
ら

れ
て
き
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

　	 （父の名・母の名）	（地区名）

桑　原　瑠
るう

　花
か

（孝　史・絵利香）耳ケ吠東

六ツ役　愛
あ

　乃
の

（勝　也・久美子）耳ケ吠西

佐々木　瑞
みず

　穂
ほ

（秀　夫・夏　美）石　鉢

斉　藤　　　聖
しょう

（淳　二・詳　子）野場中

お誕生おめでとう お悔やみ
　申し上げます

（年齢・地区名）

赤　松　葊　美（60・大　蛇）

　岩　　勝　幸（67・石　鉢）

二ノ久保　フミ（80・追　越）

中　村　　正　（65・道　仏）

（希望者の分を掲載しています）

（住所又は元の本籍）

（井戸川　太　一（蒼　　前））　長　岡　史　織（八 戸 市）

前途を
祝福します

編　集　後　記

明けましておめでとうございます。
　丑年にちなみ、新年号の表紙は
元気な子牛です。さぁ撮るぞと
思ったもののなかなか思うように
撮らせてもらえず、動物の撮影の
難しさを痛感。でも、興味津々に
カメラをのぞきこんでくる姿や、
愛くるしい大きな目に癒された時
間でした。
　さて、2009年もスタート。明
るい話題が一つでも多く出る１年
になってほしいものです。
　今年もよろしくお願いします。

「本人確認」を実施しています
　証明書等の申請や各種届出のために
窓口へお越しになる際は、必ず本人確
認書類をお持ちください。
※代理人の場合は、本人からの委任状
および、代理人の方の本人確認も行
います。
■本人確認を実施している届出等
・住民票、戸籍謄抄本の取得
・所得証明、資産証明、納税証明等の
　取得
・婚姻、離婚などの戸籍の届出
・転出、転入、転居等の届出
【問】
　町民課戸籍住民グループ　☎88-2119
　町民課税務グループ　☎88-2129
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正
部
家　

奨
／
作
・
佐
藤　

明
／
画

〈236〉

有　

谷　
　
　

升
日当たりのよい場所を好む。

キ
バ
ナ
ノ
ア
マ
ナ　
（
ゆ
り
科
）

天
保
百
姓
一い
っ
き揆
の
群
像
（
四
）

　

盛
岡
藩
と
の
境
に
接
す
る
久
慈

村
か
ら
出
発
し
た
百
姓
一
揆
の
集

団
は
、
大
野
鉄
山
の
日ひ

払ば
ら

い
所

（
賃
金
の
支
給
所
）
で
お
よ
そ

三
千
人
、
正
月
十
日
は
軽か

る
ま
い米
村
で

三
千
二
、三
百
人
。
夜
は
宿
割
り

の
家
に
宿
り
、
翌
日
は
雪
の
中
を

市
野
沢
へ
到
着
し
ま
し
た
が
、
大

風
の
た
め
同
所
に
宿
り
、
十
二
日

は
快
晴
と
な
り
ま
し
た
の
で
島
守

へ
と
進
み
、
是
川
村
へ
到
着
し
た

頃
に
は
総
勢
七
千
七
、八
百
人
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は

村
中
が
総
出
で
炊た

き
出だ

し
（
非
常

の
時
に
炊
飯
を
し
て
待
遇
す
る
こ

と
）
を
し
た
と
記
録
さ
れ
て
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
賄

ま
か
な

い
（
食
事
、
費

用
、
人
手
な
ど
）
は
ど
れ
ほ
ど

だ
っ
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

　

命
い
の
ち

を
懸か

け
て
藩
政
の
非ひ

道ど
う

を
訴

う
っ
た

え
る
男
た
ち
の
行
動
に
も
、
留
守

を
守
る
女
、
子
ど
も
た
ち
の
胸
中

に
も
獄ご

く
も
ん門
（
江
戸
時
代
の
さ
ら
し

首く
び

の
刑け

い

）、
磔

は
り
つ
けの
刑け

い

（
か
ら
だ
を

十じ
ゅ
う
じ
か

字
架
に
し
ば
り
つ
け
て
突
き
殺

す
刑
）
を
も
超
越
し
た
覚
悟
の
上

で
の
決
死
の
行
動
で
し
た
。

　

先
月
に
続
い
て
百
姓
一
揆
の
書

き
留
め
を
続
け
ま
す
。

　

道み
ち
み
ち々

差
出
居
相
賄
呉
候
由
。

夫そ
れ

よ
里り

、
石
手
洗
、
中
居
林
、

十と
お
か
い
ち

日
市
、
田
代
、
山や

ま

根ね

通ど
お
りよ

里り

、
塒と

や

部べ

、
新
井
田
迠ま

で

、
内
、

山
根
迠
惣
人
数
、
都
合
、
壱

万
三
千
七
百
人
斗ば

か
り、

中
居
林
、

丸
立
場
ニ
テ
勢
揃
仕
候
。
鍛
冶

丁
下
場
杭
迄
相
罷
有
候
処
、
宗

権
右
衛
門
様
、
岩
山
十
兵
衛
様
、

北
田
茂
十
郎
様
、
其
外
御
徒
目

付
様
并
附
添
之
御
方
、
沢
山
御

詰
合
被
遊
候
由
、
然
所
御
百
姓

願
筋
左
之
通
。

　

日
当
た
り
の
よ
い
草
地
や
林
の

縁
に
生
え
る
多
年
草
。
全
体
の
草

姿
が
ア
マ
ナ
に
似
て
い
て
、
黄
色

の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
か
ら
、「
キ

バ
ナ
ノ
ア
マ
ナ
」
と
つ
い
た
と
い

う
。

　

キ
バ
ナ
ノ
ア
マ
ナ
は
茎
の
上
の

方
で
花
柄
（
か
へ
い
）
を
何
本
か

出
す
。
花
柄
の
長
さ
は
不
揃
い
で
、

そ
の
先
に
一
つ
ず
つ
の
花
を
咲
か

せ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
ア
マ
ナ
は

茎
の
先
に
一
つ
し
か
花
を
つ
け
な

い
。
日
が
当
た
る
と
花
弁
が
開
き
、

日
が
陰
る
と
閉
じ
る
。

　

花
期
は
四
～
五
月
、
分
布
は
北

海
道
及
び
中
部
地
方
以
北
な
ど
寒

い
地
方
に
多
い
。
仲
間
に
ヒ
メ
ア

マ
ナ
、
ア
マ
ナ
、
ヒ
ロ
ハ
ノ
ア
マ

ナ
な
ど
が
あ
る
。
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